
２０１８年８月２４日

「近鉄学研奈良登美ヶ丘住宅地」

家庭用燃料電池「エネファーム」全戸標準採用
～「太陽光発電」×「エネファーム」 ダブル発電が可能に～

近鉄不動産株式会社

近鉄不動産株式会社 ( 本社：大阪市天王寺区／取締役社長：善本 烈 ) は、このたび、近鉄学研奈良

登美ヶ丘住宅地では初めて、家庭用燃料電池「エネファーム」を分譲住宅に標準採用することとなりま
したのでお知らせします。

近鉄学研奈良登美ヶ丘住宅地は、近鉄けいはんな線「学研奈良登美ヶ丘」駅に位置し、２０１３年か

ら分譲を開始した、現在、約２７０世帯がご入居されている住宅地です。

駅前立地や商業集積の利便性に加え、無電柱化や緑豊かな植栽等による美しい街並みと、ＬＥＤ照明
街灯や、街区内防犯カメラの設置など、セキュリティの充実により、安心・安全・快適な住環境を提供

しています。

２０１６年には「太陽光発電システム」&「クラウドHEMS（ホームエネルギーマネジメントシステ
ム）」を全戸標準搭載し、先進のスマート街区が誕生しています。

今回、第２１期分譲住宅（２０１８年８月２５日から分譲開始）にて、全戸に家庭用燃料電池「エネ

ファーム」を標準採用いたします。

「エネファーム」は、都市ガスから水素を取り出し、空気中の酸素と反応させて発電、同時に発生す
る熱でお湯を沸かして給湯することで、送電ロスが少なく、発電時に出る熱を無駄なく活用できるため

環境にやさしいシステムです。

また、停電発生時でも、「太陽光発電システム」と「エネファーム」双方からの「ダブル発電」が可
能となり、防災の観点からも社会的ニーズの高い住宅が誕生いたします。

当住宅地では、環境にやさしい「エネファーム」を自社が供給する分譲住宅にも導入することにより、

さらなる環境負荷低減とエネルギー利用、防災に配慮した上質な住まいの実現に努め、居住者の安心・
安全な住まいの実現に貢献してまいります。
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【エネファーム製品画像】【第21期分譲住宅 街並み完成イメージ】

１９２－ＡＳ０７型 １３６－Ｎ５７０型
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【お客様のお問合せ先】
「近鉄学研奈良登美ヶ丘」販売センター 0120-924-102 ※携帯電話・PHSからも通話可能です。

営業時間 10:00～18:00 定休日：水・木曜日定休



「近鉄学研奈良登美ヶ丘住宅地」家庭用燃料電池「エネファーム」全戸標準採用の詳細

２．「ダブル発電」で先進のスマート住宅に更なる安心をプラス

近鉄学研奈良登美ヶ丘住宅地では「太陽光発電システム」&「クラウドHEMS（ホームエネルギー

マネジメントシステム）」をすでに、全戸標準搭載しており「エネファーム」の採用で、より経済的で

環境にやさしいスマート住宅が誕生します。

１．近鉄不動産の環境にやさしい街づくり

近鉄不動産では、１９５０年代から戸建て住宅地開発に携わってまいりました。

緑地や池などの自然地形の意識や公園の配置、豊かな植栽など、自然との調和を意識した、

環境にやさしい街づくりを推進していくことがデベロッパーの使命であると考えています。
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（２）停電が発生しても自立運転で発電を継続

エネファームの発電中に停電が発生すると、自動で自立運転

に切替。最大で約700Wを自立運転専用コンセントに発電

電力を供給します。

自立運転システムと、標準装備されている「太陽光発電システム

（日中作動）」のシナジー効果により、停電時でも住宅に電気の

安定供給をもたらします。

２つの電気供給システムで、災害に強い住宅が誕生していきます。

（１）ＣＯ２と、電気使用量の削減に大きな力を発揮

オール電化に比べて、CO2を年間約3.5ｔ削減。約75％もの削減効果。

ガス給湯器の住宅に比べ、光熱費を約225,000円/年削減。

※大阪ガス試算

※実際の使用量により、上記結果は変動いたしますのでご注意ください。



【第21期分譲住宅（エネファーム標準採用）】概要

所 在 地 ：奈良市中登美ヶ丘6丁目424番他

交 通 ：近鉄けいはんな線「学研奈良登美ヶ丘」駅徒歩8分他

分譲戸数：8戸

分譲価格：5,490万円～6,290万円（税込）

敷地面積：200.17㎡～266.56㎡

延床面積：107.58㎡～120.11㎡

間 取 り ：4LDK

構 造 ：木造軸組工法 2階建

販売予定：平成30年8月25日（土）より

竣工予定：平成31年１月末

引渡予定：平成31年２月中旬
【第21期分譲住宅 街並み完成イメージ】

【住宅地周辺マップ】

【近鉄学研奈良登美ヶ丘住宅地】概要

交 通：近鉄けいはんな線「学研奈良登美ヶ丘」駅徒歩8分

計画戸数（計画人口）：410区画（約1,230人）

地域地区：地区計画区域、宅地造成規制区域、砂防指定地（一部）

用途地域：第1種低層住居専用地域（建ぺい率50% 容積率80%）

地目：宅地

【学研奈良登美ヶ丘住宅地街づくりコンセプト】
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